

















































• 読書（読み聞かせを含む）を楽し ようとする。 りしようとする。
もうとする。 • 自分の考えと比べながら，相手の ・話を聞いたり，本を読んだり調べ
・教師や友だちの思いや考えを聞 話を聞こうとする。 たりして，多様な考えに進んで関
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の場合は， 子どもたちにとって最も身近な生活の場のことであるので， 興味• 関心は高いと考えられる。 ②の場合
は， 子どもが興味•関心を持つように出合わせることができるように，学習課題を設定することになる。
そこで，子どもが興味•関心を持つ学習材として，“ほんまもん”を積極的に活用したい。 子どもたちが主体的に
取り組むような学習となるために，“ほんまもん”（本物）の果たす役割は大きい。“ほんまもん”を活用することで，
子どもにとっては「知りたい」「伝えたい」と言った意欲が高まり，学ぶ必然性のある学習となる。自分が選んだこと
（本など）や地域教材など身近なものを教材化することで，子どもと学習材との距離が縮まり，子どもたちがより主
体的に学ぼうとする姿が見られると考える。ほんまもんに触れ，そのことについて調べたり考えたりすることや，見
学や体験を通し，興味関心が高まり，知りたい，調べたい，伝えたいという意欲が喚起される学習となる。
(3)見通しと振り返りを大切にした授業づくり
ここで言う「見通し」とは，単元全体を見わたし，どのような学習をするのかを，子ども自身が把握することである。
そのために，学年に応じて，内容他者，目的，方法，場面評価が意識できるような学習展開をおこなっていく。
「振り返り」とは，自己の学びが学習前後でどのように更新されたかを意識するためのものである。
国語科の導入段階には，教材との出合いと，言語活動との出合いがある。まず，子どもたちが，教材を自分に
引き寄せて主体的に学習む但めていけるように，教材との出合いを工夫する。例えば，「たぬきの糸車」（光村図
書一下）であれば，昔話を教室に置いたり読み聞かせをしたり，昔の民家や本物の糸車に触れさせたりする。子
どもと作品との距離を縮め，「早くこのお話を読みたい」と思わずにはいられないような導入にすることで，学習へ
の関し意欲は高くなる。さらに，言語活動との出合いを工夫することは，子どもたちの学習意欲を喚起し，持続さ
せるものとなる。ただ「『たぬきの糸車』を暗唱しよう」と言うのではなく，言葉だけで語られた民話を実際にきいて
民話の世界を楽しむことで，「自分にもできるかな」「やってみたいな」とこれから展開する学習に対する意欲をも
って臨めるようにする必要がある。
また，子どもたちが振り返ることができるように，学びの足跡が見える工夫を大切にする。学習の終わりに書く
振り返り作文，単元や授業の始めと終わりの音読を録音して聞き比べる，学習したことを教室に掲示するなど，学
びの足跡を残して，自らの学習を振り返り，自己の変容を確かめる手立てを講じる。単元の終わりだけでなく，授
業ごとの振り返りを大切にして，子どもが自分の学びをいつでもフィードバックできるようにする。
4. 研究の評価
1つの単元やそれぞれの授業において，発言やノート・ワークシートの記述内容などにより，現状把握，子ども
の学びの変容を把握するよう努める。また，授業記録を取り，子どもたちの学びの実際をできる限り詳しく記述す
る。指導と評価が一体となるように，単元や授業という短期的な成果と課題に加えて，長期的な成果と課題につ
いても把握を行う。方法としては，単元の始めと終わり，学期の始めと終わりに，国語科に対するアンケート調査
を行う。さらに，単元における，または年間を通しての着目児を設定し，その子の学びの様相の変化を追い，子
どもの生きる学習方法や支援の在り方について探る手立てとする。
（参考文献）鹿毛雅治(2007)「子どもの姿に学ぶ教師ー『学ぶ意欲』と『教育的瞬間』一」教育出版
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